

























































斎藤 （ 6）は 1900年代初期の人気雑誌 （ 7）の様子を、「いまならさしずめ人気タレントが
ニッコリ微笑んでいるだろうグラビアには、名門女学校の風景写真や、皇族華族をは
じめとする名家の令嬢・令夫人のポートレートが登場した（斎藤、2000：137）。」と記








































































































































































































1800年半ばから 1900年半ばまでにおいては、‘ノブレス・オブリージュ （ 19）’ という概
念があった。当時の上流階級は権力や権利ばかりではなく、自分の階級の義務を理解・
実践しつつ暮らしていたのである。もちろん全員が実践していたとは限らない。だが、



























































（2） BOURDIEU, Pierre., （1930～ 2002）フランスの社会学者。
















（14） 春山行夫『春山行夫の博物誌 エチケットの文化史』平凡社 1988
（15） 春山行夫（1902～ 1994）詩人、随筆家
（16） 北山晴一『官能論 :人はなぜ美しさにこだわるのか』講談社 1994
（17） ベーセー・ベージェー（Le Bon Chic Bon Genre）仏パリの上流階級のシックで趣味のよい
服装や持ち物、ライフスタイルなどを指す。






（21） a [L；称号として ]侯爵夫人 [女性侯爵 ]・伯爵夫人 [女性伯爵 ]・子爵夫人 [女性子爵 ]・
男爵夫人 [女性男爵 ]の略式の敬称、b公爵、侯爵、伯爵の令嬢に対する敬称　研究社「新
















佐藤八寿子『ミッション・スクール ─ あこがれの園』中央公論新社 2006年
竹内洋『パブリックスクール 英国式受験とエリート』講談社現代新書 1993
竹内洋『立身出世主義 近代日本のロマンと欲望』NHKライブラリー 1997





BOURDIEU, P., “La DistinctionⅠ &Ⅱ、critique sociale du jugenmet”
ブルデュー、P. （石井洋二郎訳）『ディスタンクシオン（上下）：社会的判断力批判』藤原書店
1990





MANTOUX, T., “Le Bon Chic Bon Genre”
ティエリ、M. （伊藤緋紗子訳）『フランス上流階級 BCBG』光文社 1990
